















Verbal Development Through Three Waves: Musicality, Communicability,
and Bilding Social Mind.
北海道医療大学心理科学部 1　Longman Dictionary of Cotemporary English 参照
１　言語の出現
(1)   コミュニケーションと言語の進化
　コミュニケーションは，その語源，communis 







































































MC と略） と呼んだ。ところが，Bateson (1955) 
は，『これは遊びだ this is play』という「メタ・メッ



















を指すと定義している (Garvey & Berndt, 1977; 





















進化だったと (1972) 論じているように，MC と
いう用語を導入することで，サインが「A は A だ」
を伝えるのに対して，それをシグナルとして受け




























































　ところで，Hauser, Chomsky, & Fitch (2002) 
は「言語能力」を「広義の言語能力 Faculty of 
Language in the Broad Sense (FLB) 」と「狭義












えば，NVC は FLB に相当するので，言語とは異
なることになる。
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や言語本能 (Pinker, 1994) よりも，むしろ他者と
経験を共有する生得的インターサブジェクティビ



































倣する（新生児模倣 infant imitation: Meltzoffet 
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図１　胎内で聞いた母国語（母親の声）への





















































































































る。生後半年間（４ ～ 24 週），毎週，子どもの
機嫌のよい発声とそれに応じた母親の“声かけ”






























（Werker & McLeod, 1989）ことから、Parentese とも呼ば
れる






























































































































































































































































































3　Google Scholar でキーワードに joint attention と
infant を入れて検索すると 11,600 件がヒットした


















(Ganger & Brent, 2004)
　ところで，この赤ちゃん言葉は，とりわけ，日
本語使用者に多いことも知られている。日本の子
どもが言語発達の早期に表出する 50 語のうち 20 
語（40%）が，また，早期に理解する 50 語のう

































































(2)   語彙のスパート


































（ 例： 家族，動物，乗り物） が島のように増えて
いくというという Tomasello （1992）の「島構造
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スパート，二語文の出現を助けることも知られて



































の水準の違いと、その後の子どもの言語発達達成度の違い（ Tamis-LeMonda ら , 2001 ）
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1,000 語，６歳までに語彙数は 15,000 語，12 歳
までの 4,000 日余りの間に 40,000 にも達すると
いわれている。
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５　第３の波：言語文化への参加と心性の形成
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